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書
評
　
児
玉
清
臣
著
『
石
炭
の
技
術
史
　
摘
録
（
上
・
下
巻
）
』

草
野
　
真
樹

　
本
書
は
、
わ
が
国
で
石
炭
（
燃
ゆ
る
石
）
が
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
江
戸
時
代
か

ら
明
治
、
大
正
、
そ
し
て
昭
和
後
半
頃
ま
で
を
対
象
と
し
、
文
字
通
り
、
わ
が
国
に

お
け
る
石
炭
の
歴
史
を
網
羅
し
た
、
上
・
下
巻
合
わ
せ
約
六
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
著
で

あ
る
。
著
者
は
北
海
道
帝
国
大
学
工
学
部
鉱
山
工
学
科
を
卒
業
後
、
三
井
鉱
山
株
式

会
社
に
入
社
し
、
永
く
同
社
の
芦
別
、
砂
川
炭
鉱
に
て
炭
鉱
技
術
者
と
し
て
多
く
の

技
術
開
発
に
携
わ
ら
れ
た
。
本
店
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
老
朽
炭
鉱
の
若
返
り
再
建
対

策
や
閉
山
に
伴
う
離
職
者
対
策
な
ど
に
関
わ
り
、
三
井
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
に
組
織

変
更
後
、
取
締
役
保
安
部
長
に
就
任
し
、
そ
の
後
三
井
鉱
山
社
史
編
纂
事
務
局
長
と

し
て
同
業
務
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
炭
鉱
技
術
者
と
し
て

の
著
者
の
立
場
か
ら
、
各
時
期
に
お
け
る
石
炭
の
用
途
・
評
価
な
ら
び
に
炭
鉱
技
術

の
変
遷
な
ど
に
多
く
の
頁
を
割
き
、
詳
細
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
社

史
編
纂
業
務
の
中
で
自
ら
も
多
く
の
資
料
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ

た
実
証
的
な
作
品
で
も
あ
る
。

　
評
者
は
炭
鉱
技
術
に
つ
い
て
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
ま
た
、
立
場
的
に
も
批
評

を
加
え
る
に
は
明
ら
か
に
不
適
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
石

炭
産
業
史
に
関
心
を
も
つ
者
と
し
て
、
本
書
の
恩
恵
に
浴
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な

い
。

皿　
ま
ず
、

［
上
巻
］

は
じ
め
に

第
一
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

　
第
六
節

　
第
七
節

第
二
章
　
洋
式
技
術
の
受
容
と
定
着

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

　
第
六
節

　
第
七
節

第
三
章

　
第
一
節

　
第
二
節

本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
缶
詰

燃
え
石
か
ら
焚
き
石
へ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
模
索
一

石
炭
の
発
見

生
活
燃
料
と
し
て
の
石
炭

炭
鉱
事
業
の
芽
生
え
i
製
塩
の
燃
料
－

船
舶
燃
料
と
わ
が
国
の
開
国

北
海
道
の
炭
鉱
の
は
じ
ま
り

石
炭
化
学
の
産
声
一
冶
金
船
石
炭
－

幕
末
期
の
生
産
量

　
維
新
前
の
わ
が
国
の
鉱
山
技
術

　
渡
来
ま
で
の
海
外
技
術

　
洋
式
技
術
最
初
の
導
入
⊥
局
島
炭
鉱
と
茅
沼
炭
鉱
－

　
明
治
初
期
の
鉱
業
行
政

　
洋
式
技
術
の
定
着
ー
モ
デ
ル
マ
イ
ン
の
官
営
三
池
炭
鉱
1

　
筑
豊
炭
田
よ
み
が
え
る
i
技
術
導
入
の
活
力
－

　
石
狩
炭
田
の
開
発
一
幌
内
炭
鉱
一

民
営
炭
鉱
の
発
展
と
流
通
の
整
備

　
需
要
動
向
と
鉱
業
政
策

　
北
海
道
民
営
炭
鉱
の
始
動
一
幌
内
・
幾
春
別
・
空
知
・
夕
張
各
炭
鉱
一
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第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

第
四
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

［
下
巻
］

第
五
章
　
個
別
技
術
の
発
達
経
緯

　
第
一
節
　
排
水
技
術

　
第
二
節
　
災
害
防
止
対
策
－
保
安
へ
の
悲
願
i

　
第
三
節
　
通
気
技
術

　
　
（
一
）
発
生
ガ
ス
・
通
気
法
　
　
（
二
）
扇
風
…
機

　
第
四
節
　
照
明
技
術

　
第
五
節
　
発
破
と
火
薬
類

　
第
六
節
　
難
孔

　
第
七
節
　
坑
内
構
造

　
第
八
節
　
主
要
運
搬

　
　
（
一
）
主
要
巻
上
機
　
　
（
二
）
車
両
運
搬

　
　
（
四
）
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

第
六
章
　
採
炭
技
術

　
第
一
節
　
採
炭
技
術
（
昭
和
前
半
ま
で
）

　
官
営
三
池
炭
鉱
の
払
い
下
げ
と
そ
の
後
の
発
展

　
川
ひ
ら
た
か
ら
鉄
道
へ
一
内
陸
輸
送
機
関
の
変
遷
－

　
石
炭
積
出
港

動
力
と
付
加
価
値

　
炭
鉱
に
似
合
い
の
蒸
気
動
力

　
電
気
こ
と
始
め

　
コ
ー
ク
ス
と
石
炭
化
学

　
石
炭
か
ら
石
油
を
1
石
炭
液
化
1

（
三
）
機
関
車
・
軌
道
・
炭
車

　
　
（
一
）
採
炭
方
式
の
変
遷
　
　
（
二
）
穿
孔
機
械
　
　
（
三
）
裁
炭
機
　
　
（
四
）
切

　
　
羽
運
搬
機

　
第
二
節
　
採
炭
技
術
（
昭
和
後
半
）

　
　
（
一
）
採
炭
切
羽
の
支
保
　
　
（
二
）
採
炭
機
の
進
歩
　
　
（
三
）
組
枠
の
発
展

　
第
三
節
　
急
傾
斜
炭
層
の
採
炭
技
術

　
　
（
一
）
充
填
採
炭
法
　
　
（
二
）
無
充
填
採
炭
法

第
七
章
　
各
所
の
炭
田
摘
録

　
第
一
節
　
　
研
肌
曲
豆
山
灰
田

　
第
二
節
　
山
口
県
の
炭
田

　
第
三
節
　
松
島
炭
田
・
台
湾
北
部
炭
田

　
　
（
一
）
松
島
炭
田
　
　
（
二
）
八
重
山
炭
田
と
台
湾
北
部
炭
田

　
第
四
節
　
北
海
道
茅
沼
・
釧
路
、
樺
太
の
炭
田

　
　
（
一
）
茅
沼
炭
田
　
　
（
二
）
東
部
釧
路
炭
田
の
開
発
推
移
　
　
（
三
）
出
撃
太
地

　
　
方
の
炭
田

　
第
五
節
　
石
狩
炭
田

　
　
（
一
）
　
石
狩
炭
田
の
地
質
と
開
発
推
移
　
　
（
二
）
夕
張
・
幌
内
地
区
の
開
発

　
　
推
移
　
　
（
三
）
美
唄
地
区
の
開
発
推
移
　
　
（
四
）
空
知
地
区
の
開
発
推
移

　
　
（
五
）
三
井
芦
別
炭
鉱
　
　
（
六
）
砂
川
炭
鉱

お
わ
り
に

索
引
・
一
般
参
考
文
献
・
図
版
目
次

皿　
本
書
は
二
〇
〇
〇
年
に
発
行
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
書
評
が
で
て
い

る
。
ま
た
、
前
述
の
ご
と
く
門
外
漢
の
評
者
で
は
到
底
書
評
に
は
な
り
得
な
い
し
、
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鰻
重
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
著
を
要
領
良
く
紹
介
す
る
能
力
も
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

評
者
が
関
心
を
寄
せ
る
技
術
や
著
者
が
精
力
的
に
携
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
技
術
に
つ

い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
著
者
が
勤
務
さ
れ
た
芦
別
炭
鉱
・
砂
川
炭
鉱
は
、
い
ず
れ
も
急
傾
斜
炭
層
の
炭
鉱

と
し
て
名
高
い
。
戦
後
、
緩
傾
斜
炭
層
に
お
け
る
採
炭
切
羽
の
機
械
化
は
、
摩
擦
鉄

柱
・
カ
ッ
ペ
・
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ー
ン
コ
ン
ベ
ヤ
の
導
入
か
ら
は
じ
ま
り
、
後
に
水
圧
鉄

柱
を
経
て
自
走
枠
と
ド
ラ
ム
カ
ッ
タ
あ
る
い
は
ホ
ー
ベ
ル
に
よ
る
完
全
機
械
化
採
炭

へ
と
発
展
し
た
。
他
方
、
急
傾
斜
採
炭
は
、
緩
傾
斜
採
炭
に
比
し
て
数
多
く
の
自
然

的
制
約
を
受
け
、
そ
の
採
炭
は
極
め
て
困
難
と
な
る
。

　
ま
ず
急
傾
斜
炭
層
で
は
文
字
通
り
切
羽
は
急
傾
斜
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
機

械
な
ど
の
重
量
物
が
ず
れ
た
り
、
ズ
リ
（
ボ
タ
）
や
塊
炭
が
逸
走
し
て
深
け
に
働
く

作
業
員
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
作
業
員
自
身
も
転
落
の
危

険
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
採
掘
条
件
へ
の
保
安
確
保
が
優
先
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
砂
川
炭
鉱
で
は
、
大
正
初
期
頃
、
地
表
下
浅
い
位
置
の
採
掘
を
行
っ

て
い
た
際
、
風
井
を
坑
外
に
抜
き
、
そ
こ
か
ら
表
土
及
び
風
化
岩
石
を
採
掘
跡
へ
流

し
こ
ん
だ
と
こ
ろ
、
こ
の
充
填
面
は
あ
る
安
息
角
（
三
〇
～
三
五
度
）
を
と
っ
て
落

ち
つ
く
の
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
切
羽
面
を
こ
れ
に
合
わ
せ
、
充
填
面
を
と
っ
た
。
つ

ま
り
、
採
掘
跡
へ
土
砂
を
充
填
す
る
採
炭
法
は
当
初
、
急
傾
斜
炭
層
の
切
羽
に
お
け

る
足
場
と
し
て
の
作
業
性
の
要
求
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
に
こ
の
方
法
は

安
全
面
・
能
率
面
か
ら
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
昭
和
初
年
頃
に
は
安

息
角
に
合
せ
た
一
個
の
偽
傾
斜
準
備
払
か
ら
出
発
し
、
採
掘
跡
を
充
填
し
つ
つ
採
炭

す
る
「
片
盤
向
き
長
壁
式
充
填
採
炭
法
」
と
し
て
完
成
し
た
。

　
だ
が
、
充
填
採
炭
法
に
も
大
き
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
多
量
の
充
填

材
を
用
意
し
、
こ
れ
を
切
羽
に
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
産
能
力
は
そ
の
運
搬

能
力
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
、
鉄
柱
及
び
カ
ッ
ペ
の
採
用
が
本
格

化
す
る
中
で
、
急
傾
斜
炭
層
で
の
鉄
柱
導
入
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
木
柱
か
ら
鉄
柱

へ
の
代
替
効
果
の
一
つ
は
、
鉄
柱
の
反
復
使
用
に
よ
り
、
坑
木
に
費
や
す
坑
内
維
持

費
を
低
減
さ
せ
る
点
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
導
入
初
期
の
鉄
柱
で
は
折
損
や
挫
屈
が
発

生
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
急
傾
斜
の
切
羽
で
は
「
後
方
列
の
鉄
柱
の
下
部
が
充
填
ズ

リ
に
埋
ま
る
の
で
抜
柱
に
亭
亭
ど
り
、
落
盤
を
受
け
や
す
く
保
安
的
に
検
討
す
べ
き

問
題
」
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
、
鉄
柱
を
迅
速
か
つ
安
全
に
反
復
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
低
減
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
急

傾
斜
で
あ
る
が
故
に
、
重
装
備
機
械
化
は
困
難
を
き
わ
め
、
完
全
な
採
炭
機
械
化
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
技
術
開
発
は
続

け
ら
れ
た
。
こ
の
開
発
過
程
の
中
で
確
立
し
た
採
炭
法
の
一
つ
が
水
力
採
炭
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
水
力
採
炭
は
旧
ソ
連
で
開
発
さ
れ
た
技
術
で
あ
る
が
、
急
傾
斜
炭
層
が

多
い
わ
が
国
で
は
こ
の
技
術
に
注
目
し
、
（
財
）
石
炭
技
術
研
究
所
と
各
炭
鉱
と
の

共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
砂
川
炭
鉱
で
は
「
半
身
と
関
係
な
く
能
率
よ
く
産
婆
で

き
る
こ
の
水
力
採
炭
に
注
目
し
、
加
え
て
部
内
の
運
搬
も
水
・
石
炭
の
ス
ラ
リ
と
し

て
流
体
輸
送
す
る
一
貫
し
た
水
力
操
業
の
計
画
を
立
て
」
、
急
傾
斜
炭
層
で
の
自
然

条
件
を
む
し
ろ
運
搬
面
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
能
率
の
水
力
採
炭
を

確
立
し
た
。
同
盟
で
の
水
力
採
炭
は
、
急
傾
斜
炭
層
で
の
採
炭
を
放
棄
し
よ
う
と
し

て
い
た
カ
ナ
ダ
の
バ
ル
マ
ー
炭
鉱
に
技
術
輸
出
さ
れ
成
功
を
収
め
た
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
（
以
上
、
主
に
下
巻
一
二
一
～
一
八
二
頁
参
照
）
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
水
力
採
炭
に
適
合
可
能
な
炭
層
が
少
な
く
、
そ
の
採
用
は
砂

川
炭
鉱
や
芦
別
炭
鉱
な
ど
一
部
の
炭
鉱
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
叙
述
か
ら
、
わ
が
国
の
炭
層
の
複
雑
な
自
然
条
件
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
率
直
に
言
え
ば
、
評
者
に
こ
れ
ら
を
全
て
読
破
す
る
こ
と
は
か

一255一



な
り
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
要
炭
田
毎
の
石
炭
地
質
な
ら
び
に
諸
炭
鉱
の
操
業

状
況
な
ど
も
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
各

炭
鉱
や
各
炭
田
毎
あ
る
い
は
緩
傾
斜
炭
層
と
急
傾
斜
炭
層
で
の
異
な
る
採
炭
方
法
の

歴
史
的
変
遷
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
比
較
に
よ
っ
て
炭
鉱
技

術
発
展
の
特
徴
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
昭
和
二
七
年
、
三

井
美
唄
炭
鉱
で
起
っ
た
落
盤
事
故
を
契
機
と
し
て
、
自
走
枠
の
原
形
と
も
い
え
る
箱

型
の
移
動
組
枠
が
試
作
さ
れ
た
こ
と
や
長
孔
発
破
採
炭
法
の
叙
述
な
ど
か
ら
、
い
か

に
し
て
新
技
術
の
着
想
が
生
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の
経
緯
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
全
く
書
評
と
は
い
え
な
い
書
評
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
二
点
に

つ
い
て
評
者
の
希
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
記
録
資
料
及
び
社
史
刊
行
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
著
者
は

「
石
炭
関
係
の
技
術
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
伝
承
す
る
手
立
て
と

し
て
、
技
術
史
を
ま
と
め
て
お
こ
う
と
一
念
発
起
し
た
の
も
、
今
記
録
し
て
置
か
な

け
れ
ば
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
資
料
保
存
の
切
迫
感
か
ら
」
本
書
の
構

想
を
描
き
、
「
退
職
画
数
年
間
、
社
史
編
纂
実
行
委
員
会
の
事
務
局
に
在
籍
し
、
幸

運
に
も
ぞ
う
し
た
資
料
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
軸
に
何
と
か

纏
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
下
巻
三
〇
一
頁
）
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
に
お
い

て
著
者
の
技
術
者
と
し
て
の
知
識
、
経
験
さ
ら
に
は
丹
念
な
調
査
が
大
い
に
活
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
加
え
て
本
書
の
ベ
ー
ス
と
し
て
社
史
編
纂

業
務
が
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
社
史
作
成
に
際
し
て
数
多
く
の
記
録
資
料
の
収
集

作
業
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
評
価
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
鉱
業
会
社
に

よ
り
社
史
類
が
刊
行
さ
れ
、
そ
し
て
多
く
の
人
々
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
。
そ

の
中
で
三
井
鉱
山
は
創
立
五
十
年
（
『
一
二
井
鉱
山
五
十
年
史
上
』
一
九
四
三
年
）
、

百
年
（
『
一
二
井
鉱
山
社
史
稿
本
』
一
九
入
七
年
）
と
会
社
の
節
目
に
社
史
を
編
纂
し

て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
稿
本
作
成
に
と
ど
ま
り
、
文
献
と
し
て
は
わ
ず
か
に

百
年
史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
三
井
鉱
山
株
式
会
社
総
務
部
編
『
男
た
ち
の
世
紀

三
井
鉱
山
の
百
年
』
三
井
鉱
山
、
一
九
九
〇
年
）
が
社
内
用
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
。
同
書
の
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、
『
五
十
年
器
量
』
は
「
戦
争
末
期
の
出

版
物
制
限
の
た
め
刊
行
不
能
と
な
り
」
、
百
年
史
は
「
種
々
の
事
情
で
刊
行
を
延
期

し
た
ま
ま
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
な
お
、
三
井
鉱
山
の
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
秀

村
選
三
他
編
『
九
州
石
炭
磯
回
史
資
料
目
録
　
第
一
集
』
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九

七
五
年
に
詳
し
い
）
。
如
何
な
る
諸
事
情
で
刊
行
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
評

者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
本
書
の
通
読
後
、
そ
の
優
れ
た
叙
述
内
容
に
多
く

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
三
井
鉱
山
の
社
史
に
も
同
様
の
期
待
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
わ
が
国
の
石
炭
産
業
に
お
け
る
三
井
鉱
山
の
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
み

る
と
き
、
そ
の
思
い
は
よ
り
一
層
強
い
も
の
と
な
る
。
と
く
に
、
本
書
が
文
字
通
り
、

石
炭
の
技
術
を
対
象
と
し
て
い
る
以
上
、
経
営
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
知
り
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
何
ら
か
の
形
で
社
史
類
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
み
た
い
。

　
同
時
に
第
二
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
資
料
及
び
文
献
を
利
用
す
る
立
場
に
あ
る
者
に

つ
い
て
も
苦
言
を
呈
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
著
者
か
ら
お
聞
き
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

本
書
の
完
成
後
、
前
述
し
た
執
筆
の
意
図
か
ら
旧
産
土
地
な
ど
の
石
炭
関
係
施
設
や

自
治
体
図
書
館
等
に
多
く
を
寄
贈
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と

に
、
一
部
か
ら
は
返
却
さ
れ
た
と
い
う
。
評
者
は
返
却
の
真
意
を
理
解
で
き
な
い
が
、

著
者
が
説
明
を
受
け
た
一
つ
の
理
由
を
紹
介
す
る
と
、
石
炭
産
業
か
ら
の
脱
却
を
図

り
、
新
た
な
基
幹
産
業
の
創
出
を
模
索
、
展
開
し
て
い
る
中
で
、
も
は
や
石
炭
産
業

を
ふ
り
か
え
る
必
要
は
な
い
（
ふ
り
か
え
り
た
く
な
い
？
）
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
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と
い
う
。
著
者
な
「
技
術
の
進
歩
と
は
、
も
と
も
と
旧
来
の
や
り
方
に
飽
き
た
ら
ず
、

こ
れ
を
否
定
し
て
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
改
善
し
、
あ
る
い
は
発
想
を
変
え
て
飛
躍
す

る
こ
と
で
あ
る
。
言
わ
ば
苦
い
失
敗
の
後
の
成
果
と
も
い
え
る
。
温
故
知
新
は
常
に

時
代
を
超
え
た
哲
理
」
（
上
巻
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
指
摘
は
技
術
面
だ
け
に
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、

わ
れ
わ
れ
は
単
に
否
定
の
み
に
傾
注
す
る
の
で
は
な
く
、
先
人
の
残
さ
れ
た
資
料
及

び
文
献
の
整
理
と
保
存
、
そ
し
て
そ
の
利
用
に
で
き
る
限
り
の
努
力
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
本
書
は
著
者
自
ら
が
発
行
人
と
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
以
下
の
申
し
込
み
先
に
ご
連
絡
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
著
者
は
本
書
の
執
筆
に

よ
り
平
成
十
三
年
度
「
伊
木
賞
特
別
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

本
書
申
込
先
　
児
玉
清
臣

〒
一
五
八
i
O
O
八
四
　
東
京
都
世
田
谷
区
東
玉
川
一
－
十
三
－
六

電
話
番
号
　
〇
三
－
三
七
二
六
一
一
〇
四
五

定
価
　
上
（
二
九
二
頁
）
・
下
（
三
二
二
頁
）
揃
五
千
円
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執
筆
者
紹
介
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草
野
　
真
樹

東
定
　
宣
昌

河
村
　
輝
樹

新
鞍
　
拓
生

庚
　
柄
　
富

北
澤
　
　
満

土
井
　
徹
平

長
廣
　
利
崇

深
町
　
純
亮

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程

九
州
大
学
教
授
（
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
）

新
周
南
新
聞
社

九
州
大
学
助
手
（
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
）

博
士
（
比
較
社
会
文
化
）

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

前
飯
塚
市
歴
史
資
料
館
館
長
、
（
株
）
麻
生
社
史
資
料
室
顧
問
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